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１．研究の背景・目的

 生物多様性の損失は、主に陸域や海域の利用改変、生
物の直接採取、気候変動といった直接要因によって引き
起こされるが、その背後にある人間の価値観・行動、それ
に基づく社会経済活動といった間接要因にまで踏み込み
、社会変革を図る必要性（例：IPBES地球規模評価書、
JBO3)

 IPBES-IPCCのレポートにおいて、気候変動が生物多様性
の主要な損失要因であると同時に、気候変動対策が生物
多様性に影響するといったトレードオフ関係や、生態系が
有する緩和機能の維持・向上がカーボンニュートラル実現
に貢献するといったシナジーの関係が強調

 昆明・モントリオール生物多様性枠組でも、目標３で陸域・
海域の30%を保護地域とする（30 by 30）と保護地域以外
の生物多様性保全に資する区域(OECM)、気候変動対策
と生物多様性保全のシナジー・トレードオフについて具体
的な取組が求められている

既存の気候変動対策のための統合評価モデル、生物多様性、気候変動及び他
の社会経済的要因を統合的に扱い、対策の効果を定量的に評価するための統
合評価モデルを構築することを目的とする

目的
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IPBES & IPCC (2021)

OECMs

居住地域

保護地域

生物多様性

気候変動 良質な生活影響

加速させうる
IPBES-IPCC(2021)

IUCN(2019)
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２．研究目標

テーマ１:

社会・生態システムの統合評価モデル構築

テーマ２:

シナリオと介入策の組合せと評価手法の開発

テーマ３:

価値・行動・文化と生物多様性の相互関係
分析

テーマ４:

統合評価モデルとの連携による全国スケールで
のシナリオ分析と社会適用

テーマ５:

地域スケールの生物多様性と社会経済的要因
からなる統合評価・シナリオ分析と社会適用

全体目標：
 生物多様性、気候変動及び他
の社会経済的要因を統合的に
扱い、各種対策の効果を定量
的に評価するための統合評価
モデルを構築する

 統合評価モデルは
・全国スケール
・地域スケール
のマルチスケールで構築
その上で、科学的に検証可能な
シナリオ分析に基づいて、地域
循環共生圏や持続可能な日本
社会の実現に貢献するための
道筋を提示

 IPBES、IPCC、TNFD、SDGsや
生物多様性分野での地球規模
での後継目標設定に関する議
論に科学的な根拠をベースとし
て貢献
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テーマ１：社会・生態システムの統合評価モデル構築

直接要因

介入策・対策（国土・インフラ・食料・エネルギー等）

将来シ
ナリオ

テーマ２：シナリオと介入策の組合せと評価手法の開発

価値・行
動・文化

生物多様性・
生態系サービス
（陸域・海域）

・保護地域政策・土地利用政策（都市、農地、森林）
・カーボンニュートラル・トレードオフ分析

・都市・都市近郊 ・里地里山
・広域連携 ・メタ分析（事例比較）

テーマ４：統合評価モデルとの連携による
全国スケールでのシナリオ分析と社会適用

テーマ５：地域スケールの生物多様性と社会経済的
要因からなる統合評価・シナリオ分析と社会適用

間接要因

社会経済・
人口

土地利用・
気候変動等

テーマ３：

価値・行動・文化と生物
多様性の相互関係分析

（凡例）青線（ ）：主にテーマ１で扱う要因間の影響、赤線（ ）：主にテーマ２で扱う要因間の影響、オレンジ線
（ ）：主にテーマ３で扱う要因間の相互関係、点線はそれぞれ対象を限定した定量的評価、両矢印（ ）：
全国スケールと地域スケールでの分析結果の相互比較・調整

本プロジェクトの全体構成

全国展開 地域展開



テーマ１：社会・生態システムの統合評価モデル構築

成果目標

 アジア太平洋統合評価モデル（AIM）を拡張することで、陸域・海域双方の生物多様性や生態系
サービスの予測評価（目標年次2050年）を可能にする統合評価モデルの開発
◆ 社会経済要因（間接要因）、沿岸域を含む国土利用、栄養塩、気候変動（直接要因）と生物多
様性・生態系の相互関係を可視化

◆ 陸域・海域双方の生物多様性や生態系サービスに関する代表的な指標の設定、種分布推定
モデルの包含等による生物多様性や生態系サービスの統合

◆ テーマ３とテーマ５と連携して、価値・行動・文化が国土利用や資源消費・管理に与える影響
の解析に関して、エージェントベースモデル（応用モデルを含む）の開発・適用と統合評価へ
の組み込み

◆ 生物多様性と生態系サービスの変化が社会経済に及ぼすフィードバック効果に関して、いく
つかの主要な生態系タイプ、生態系サービスを対象として統合評価モデルへの組み込み

 統合評価モデルの活用の検討
◆ テーマ４とテーマ５と連携して、全国に加えて地域スケールでの統合評価モデルの社会適用
に必要な要件を明らかにするとともに、テーマ２と連携してシナリオ分析や介入可能性の評価
への応用
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1-(1)： 社会・生態システムの統合評価モデル開発
1-(2)： 価値・行動変容と生態系動態を結合させたエージェントベースモデル開発
1-(3)： 陸域における生物多様性・生態系サービス評価モデル開発
1-(4)： 海域における生物多様性・生態系サービス評価モデル開発

サブテーマ構成
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⼟地利⽤量・分布

⽣物多様性

⽣態系サービス

栄養塩・⼟砂流出

直接要因

⼈⼝

消費構造

エネルギー

⽣産構造

間接要因

価値・⾏動・⽂化

テーマ2

シナリオ

テーマ4・5

全国・地域展開

農業・⽔

気候変動

ライフスタイル ⽣物多様性・
⽣態系サービス

テーマ１

サブテーマ３，４
間接・直接要因に
と⽣物多様性・⽣

態系サービスのモ
デル化

テーマ３ 価値・⾏動・⽂

化と⽣物多様性の相互関係
テーマ１サブテーマ２

エージェントベースモデル

テーマ１

サブテーマ３，４
フィードバック経
路解明、モデル化

社会シナリオ提供

モデル適⽤

テーマ４

⼟地利⽤分析

AI Mの拡張による社会経済と⽣物多様性・
⽣態系サービスに関する統合評価モデル

気候変動問題を対象とした従来のAIMの
モデル・ツール群【地域・国・世界】

海外展開

本研究で拡張するモデル・ツール群

他テーマ、テーマ１他サブテーマとの連携

テーマ１が目指す社会・生態システムの統合評価モデル

✓ 間接要因→直接要因モジュール
（サブテーマ1-1）
✓ 社会経済要因から⽣物多

様性の危機要因の空間分
布推定を⾏う

✓ 直接要因→生物多様性・生態系
サービス評価モジュール（サブ
テーマ1-3, 1-4）
✓ 直接要因から⽣物多様

性・⽣態系サービスの空
間分布推定を⾏う

✓ 生物多様性・生態系サービス→
社会経済、意思決定モジュール
（サブテーマ1-2, 1-3, 1-4）
✓ ⽣物多様性・⽣態系サー

ビスから社会経済への
フィードバック経路を明
らかにする

✓ ⽣物多様性・⽣態系サー
ビスからエージェントの
意思決定・⾏動変容の評
価を⾏う

開発・拡張するモデル・ツール群
AIM（Asia-Pacific Integrated Model）の拡張



テーマ２：シナリオと介入策の組合せと評価手法の開発
成果目標

 気候変動分野の既存シナリオ（SSP）、IPBESのNature Futures Framework (NFF)、環境
研究総合推進費S-15でのシナリオ将来シナリオを踏まえて、プロジェクト全体で用いる
複数の将来シナリオ（目標年次2050年）を作成

 統合評価モデルを使って全国スケール及び地域スケールでのシナリオ分析を行うため
のベースとなるシナリオ毎の直接要因と間接要因の基本フレーム（人口・国土利用・産
業）、介入策の組合せを他のテーマに提供。具体的には、①人口動態、経済・産業活動
施策群（国際貿易含む）、②国土・インフラ（防災・減災を含む）施策群、③再生可能エ
ネルギー・緩和関連施策群、④フードシステムを軸とするライフスタイル関連施策群を
対象として、シナリオ毎にどの政策オプション（介入策）の組合せをシナリオ分析共通の
手続きで明示する

 シナリオ探索・ネクサス可視化ツール及び情報プラットフォームを開発・運用
 プロジェクト全体の研究成果を広く社会と共有・行動変容を促すための国民との対話

（市民会議等）、企業向けセミナー、メディア連絡会を開催
 テーマ１と連携して統合評価モデルの海外展開（主にアジア地域展開）

2-(1)： 将来シナリオと介入策の組合せの作成・国際展開
2-(2)： 人口・国土・インフラの将来シナリオと介入策
2-(3)： ライフスタイルの将来シナリオと介入策
2-(4)： 社会・消費・産業のネクサス構造の可視化と介入策

サブテーマ構成
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国

地域

グローバル

2020 2050 

Future pathways

2030 

人口動態

経済産業
施策群

ﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑ・ﾗｲﾌ
ｽﾀｲﾙ施策群

再生可能エネ
ルギー・緩和関
連施策群

国土・イ
ンフラ施
策群

BaU

シナリオC

全国将来シナリオ
（テーマ４と連携）

里山
森川
里海

都市

各種施策の
地域展開

グローバルサプライチェーン

サブテーマ2-(2)

サブテーマ2-(4)

サブテーマ2-(3)
人口動態

経済産業
施策群

ﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑ・ﾗｲﾌ
ｽﾀｲﾙ施策群

再生可能エネ
ルギー・緩和
関連施策群

国土・イ
ンフラ施
策群

BaU

シナリオC

地域サイトの将来シナリオ
（テーマ５と連携）

施策調整

経済産業
施策群

ﾌｰﾄﾞｼｽﾃﾑ・
ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ
施策群

再生可能エ
ネルギー・
緩和関連施
策群

国土・インフ
ラ施策群

人口
動態

サブテーマ2-(1) 全体統括

社会・消費・産業
のネクサス構造

自然のための自然
Nature for nature

Nature as culture
文化としての自然

Nature for society
社会のための自然

Nature Futures Framework (NFF)

自然資本活用

人口集中 人口分散

人工資本活用

自然資本・
コンパクト型社会

自然資本・
分散型社会

人工資本・
コンパクト型社会

人工資本・
分散型社会

PANCESシナリオ (Saito et al., 2018)

日本版SSPs Built Environmentの６つ
の経路の概念図 (Kamei et al., 2021)

（テーマ３と連携）

シナリオ作成 国際展開
情報プラットフォーム・

ツール群開発

テーマ１

テ
ー
マ
５

テ
ー
マ
４

テーマ３

現状

既存の将来シナリオ・枠組み

代表：齊藤 分担：亀井、譚、岡野、高橋、三輪、雇用予定1名



政策支援ツール・情報プラットフォーム開発

統合評価モデルの海外展開

➢ プロジェクトのwebサイト構築、

シナリオ探索・可視化ツール
及び情報プラットフォームを
開発・運用

➢ 研究成果を踏まえて、資金調
達の新たなメカニズム等の介
入策の導入可能性と各主体
（行政、企業、市民等）の行
動オプションを提案

➢ 他のすべてのテーマと連携し
て国スケール、地域スケール
での統合評価モデルの海外
展開のためのトレーニングセ
ミナーの試行・運用、教材開
発を行う。

Gaupp et al. (2021)を改変

2020 2030 2050

Tr
an

sf
o

rm
at

io
n

 t
o

w
ar

d
 n

at
u

re
 p

o
si

ti
ve

BaU

BaU

Nat. 
Pos.

• ライフスタイル
変革

•企業行動変容
•技術革新

• その他の社会
目標

• 30 by 30/OECM
•生物多様性補助金
•脱炭素政策
•税制改革
•環境規制強化
•金融投資環境変化
•環境教育
•防災・減災政策
• その他の政策

一連のツール群・情報プラットフォーム→将来はNIES移管

介入オプションの例

行動変容の例

AIM基礎～応用

地域版AIM(ExSS)

行動変容ﾓｼﾞｭｰﾙ

生物多様性
ﾓｼﾞｭｰﾙ

生態系サービス
ﾓｼﾞｭｰﾙ

介入策ﾓｼﾞｭｰﾙ
9

土地利用ﾓｼﾞｭｰﾙ



成果目標

 日本の様々なランドスケープにおけるライフスタイルや価値観の投影としての生物多様
性、生物文化多様性の関係を視覚化、類型化し、地域の生物多様性と社会経済の相
互関係を事例研究に基づき明らかにする（テーマ５と連携）。

 人々が自然に見い出す価値とその背景は何か、ランドスケープが変わることによってそ
うした価値やその分布がどのように変化していくのか、そうした価値を高めるためには
どのような施策が重要となるか明らかにする（テーマ５と連携）。

 個の多様性と集合性に着目し、複数の価値の競合と交渉のメカニズムを明らかにした
上で、価値アセスメントの理論的枠組みを具体化するとともに、主体の変容を促す教育
実践を地域社会の多様な主体参加型でデザインする（テーマ１、５と連携）。

 価値観の地域差、個人属性による差を多角的に把握する定量尺度を開発し、尺度と社
会文化・生態系との関連を可視化し、制度・教育を通じた価値観の変容が、人々の行
動を通じて社会文化・生態系に働きかける作用を実証的に明らかにする（テーマ１、２と
連携）。

3-(1)： 自然がもたらす多様な地域文化と生物多様性
3-(2)： 自然がもたらす価値とその背景要因
3-(3)： 生物多様性に関する価値の協働創出と参加型教育デザイン
3-(4)： 複数の価値観と行動の諸側面の関係の可視化

テーマ３: 価値・行動・文化と生物多様性の相互関係分析

サブテーマ構成
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テーマ４: 統合評価モデルとの連携による
全国スケールでのシナリオ分析と社会適用

 既存及び本プロジェクトで作成する将来社会経済シナリオ（例．日本版SSP、NFFシナリ
オ）に基づき、プロジェクト全体で用いる空間明示的な国土利用のシナリオを作成する

 将来国土利用シナリオのもとで想定される生物多様性保全ポテンシャル、再生可能エネ
ルギー導入ポテンシャル、自然災害（洪水・土砂崩壊）への頑健性の評価にもとづき、各
対策間のネクサス（シナジー＆トレードオフ）を明らかにする

 生物多様性保全と気候変動緩和、自然災害への対応の両立を促す、①OECMを含む
保護地域、②再生可能エネルギー導入、③洪水・土砂崩壊に対する防災・減災対策の
あり方や対策間の調整方策を明らかにする

 土地利用調整を実現するための法定土地利用計画によるゾーニングが抱える課題を特
定し、改善策を提案する

 JBO4、生物多様性国家戦略の中間評価や改定、国土計画等の見直しに有用な情報を
提供する

4-(1)： 生物多様性・気候変動・自然災害対策の観点から持続的な国土利用戦略の提案
4-(2)： 保護地域・OECM・自然再生等による生物多様性の保全
4-(3)： 気候変動緩和策としての再生可能エネルギー導入と生態系への影響評価
4-(4)： 自然災害に対する脆弱性・頑健性の評価

成果目標

サブテーマ構成
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テーマ4のサブテーマの関係と土地利用施策の解析イメージ

4-(2)保護地域、OECM、自然再

生等による生物多様性の保全
効果の評価

4-(3)気候変動緩和策としての
再生可能エネルギー導入と
生態系への影響評価

4-(4)自然災害に対する脆弱・
頑健性の評価

4-(1)

生物多様性、気候変動緩和、自然
災害の観点から
持続的な国土利用戦略の提案

30 by 30への対応

カーボンニュートラルへの対応（緩和）

極端気象への対応（適応）

空間明示的な導入ポテンシャルの評価

競合・両立
の評価

保護地域 OECM

緩和策用地
（植林、太陽光・風力発電などの再

生可能エネルギー、等）

保護地域 OECM候補地

空間明示的な導入ポテンシャル、潜在的競合の評価
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テーマ５: 地域スケールの生物多様性と社会経済的要因
からなる統合評価・シナリオ分析と社会適用

成果目標

 典型的な社会-生態システム（里山ランドスケープ、森里川海、都市・都市近郊）における

地域版統合評価モデル・エージェントベースモデルなどを用いた地域研究と地域事例を
比較するメタ分析により、社会経済活動や気候変動が地域において重要な生物多様性
と生態系サービスに与える影響を統合評価する

 地域特性を考慮した将来シナリオの分析など、地域スケールの主要な生物多様性と生
態系サービスに関するシナリオ分析を実施する

 地域の多様な関係者と連携する「地域連携プラットフォーム」を構築し、研究成果の共有
などを通して、ローカルガバナンスの再構築に貢献する

 研究対象地域での研究やメタ分析の成果を統合し、地域レベルの施策の関係評価や施
策間調整のあり方の検討を行い、政策提言としてまとめる

サブテーマ構成

5-(1) 生物多様性と社会経済要因を統合したメタ分析と地域施策の比較検討
5-(2) 里山ランドスケープを対象にした統合評価・シナリオ分析と社会適用
5-(3) 森里川海の連環を対象とした統合評価・シナリオ分析と社会適用
5-(4) 都市とその周辺地域を対象とした統合評価・シナリオ分析と社会適用
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地域スケールのシナリオ
（BAU、施策シナリオA、
施策シナリオB、etc.）

間接要因 直接要因
（土地利用・気候変動・栄養塩）

主要な生物多様性・
生態系サービス

地域連携プラットフォーム
（多様な主体との連携）

メタ分析
（事例比較研究）

国レベルへの
政策提言

地域版統合評価モデルの適用

テーマ１：統合評価モデルとの連携
テーマ１：エージェントベースモデルとの連携
テーマ３との連携

テーマ２ との連携

テーマ４ との連携

価値・行動・文化

国・地域の施策調整

シナリオフレーム共有

地域版モデル

サブテーマ5-(1)

ローカルガバナンス
再構築への貢献

里山ランドスケープ 都市と周辺地域森里川海

サブテーマ5-(2) サブテーマ5-(3) サブテーマ5-(4)
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環境政策等への貢献

• 本研究は、環境研究総合推進費「S-15 社会・生態システムの統合化による自然資本・生態
系サービスの予測評価」で開発された統合モデルを発展・拡張させ、国と地域の両方のスケ
ールで気候変動と社会経済的要因とも動的に連動した統合評価モデルを構築するという行
政ニーズを踏まえて構想された。その過程で環境省が設置した専門部会等で有識者からの
指導助言に基づいて検討を重ね、最終的に令和５年度戦略的研究開発課題（S-21）の公募
方針としてとりまとめられた。

• 国際的にもIPBESとIPCCによる合同ワークショップの成果報告書が2021年に公表され、気
候変動と生物多様性の両分野にまたがる統合評価モデルの構築は、国際的な科学-政策
ニーズを先取りするものであり、日本発の研究プロジェクトを先んじて展開していくことは日
本による国際貢献にも大きく資すると期待される

＜行政等が既に活用した成果＞

• 本研究が作成した公募方針に基づき、令和５年度戦略的研究開発課題（S-21）の公募が
2022年10月に実施された。

＜行政等が活用することが見込まれる成果＞

• 本研究成果は、今後、昆明・モントリオール生物多様性枠組みに対応した生物多様性国家
戦略の見直し・生物多様性地域戦略の新規作成・見直しに貢献することが期待される。

• また、地域スケールではSDGsに関する様々な取組や地域循環共生圏の具現化に向けた動
きが活発化しているが、科学的なエビデンスベースで政策提言につなげるには、マルチスケ
ールでの統合評価モデル構築が不可欠であり、地域環境政策への貢献が期待できる。
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2022年12月、モントリオールでの生物多様性条約COP15の公式サイド
イベントにて推進費S-15の成果及びS-21の研究構想の紹介
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